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第3回までの話し合いから
「食」に関する課題と地域でやってみたい取り組み

地元野菜の種類が少ない
直売所が少ない・遠い

家庭菜園をより多くの人に
地域の園芸部・調理部

代替肉・ヴィーガンに触れる
機会が少ない

どんなものかわからない

ミートレスマンデー・給食
オープンな発信の場

食品ロスをゼロにしたい
ごみを燃やさず分解できないか

ごみステーションを地域の軸に
コンポスト利用者のあげます・

くださいネットワーク

食品・食
料の廃棄
と生ゴミ
を減らす

肉類を
別の食品
に替える

地産地消
を拡大・
生産に
参加する

課題 地域でやってみたい取り組み



今日、お話すること

▷ 食が持続可能であるための３つの課題
○ すべての人に食料安全と栄養を提供する
○ 食料供給に関わる人々の生業を守る
○ 環境の持続可能性を高める

▷ 3つの課題に取り組む方法（の一部）



“世界的に、食料システムは
増えていく人口に対し食料の安全と栄養を提供する
農民など食料供給に関わる人々の生業を守る

環境の持続可能性を高める
という３つの課題に対処しなくてはいけない

(OECD 2021 Food systems and the triple challenge)

食料システムが持続可能であるために

▷ ３つの課題



▷ 食料入手が困難な
人がいる理由…
急激な価格変動

https://tradingeconomics.com

食料システムが持続可能であるために
課題１：すべての人に食料安全と栄養を提供する

世界食料農業機構（FAO）食料価格指標



食料システムが持続可能であるために
課題１：すべての人に食料安全と栄養を提供する

2022年 所得に対する
食料価格の変化

影響少 影響大



Statista.com

世界輸出シェア
（ウクライナ／ロシア）

食料システムが持続可能であるために
課題１：すべての人に食料安全と栄養を提供する

なぜウクライナ戦争が世界の食料
安全を脅かすのか？

小麦
大麦

とうもろこし

菜種
ひまわりの種



食料システムが持続可能であるために
課題１：すべての人に食料安全と栄養を提供する

世界中の国が
一部の食料
生産国に依存

戦争・災害などで
食を入手できない人が

発生しやすい

食料を少数の国や地域に依存しない
価格の安定

食料を作り分かち合う方法を増やす

解決の方向

問題の原因



食料システムが持続可能であるために
食料を作り分かち合う方法を増やす

▷ インクレディブル・エディブル
（信じがたいけど食べられる）

○ 英国の30地域で展開
○ 町の空き地でゲリラ的食料生産
○ 誰でも栽培・収穫
○ 知識共有・共食による
コミュニケーション活性化



食料システムが持続可能であるために
課題２：農民など食料供給に関わる人々の生業を守る

https://www.nature.com/natfood/

食料生産に関わる人の割合（％）

低開発国 途上国 先進国



食料システムが持続可能であるために
課題２：農民など食料供給に関わる人々の生業を守る
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食料システムが持続可能であるために
課題２：農民など食料供給に関わる人々の生業を守る

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

S50 55 60 H２ 7 12 17 22 27

神奈川県の農家の所得と農業所得の割合

農業所得 農外所得 農業所得の割合 出所：神奈川県環境農政局

（千円） （％）



食料システムが持続可能であるために
課題２：農民など食料供給に関わる人々の生業を守る

▷ 気候変動が農業に及ぼす影響例

共同通信 2022.8.23

干ばつ
水不足

高温

豪雨虫害

季節の
変化

生育不良

品質劣化

働き手の
健康被害 土壌

劣化



経済が成長し
食料生産以外の
仕事に移動

経済変動・天候不良・
気候変動で

収穫・収入が不安定

天候不良や気候変動に強い生産技術
販売先や収入源を増やす

生産者と消費者をつなぐ輪を作る

食料システムが持続可能であるために
課題２：農民など食料供給に関わる人々の生業を守る

解決の方向

問題の原因



▷ 地域が支える農業
○ CSA（日本では少数）

■ 農家と消費者の協力
■ 不作時も消費者が負担

食料システムが持続可能であるために
生産者と消費者をつなぐ輪を作る

運営
組織農家

農家グループ

消費者

消費者

消費者

○ サブスクリプションサービス
■ 野菜・米の定期購入
■ 定額収穫し放題プラン

○ 大学・学校・企業等の農業支援
■ 新製品開発・普及
■ 気候変動に強い農業の実験
■ 耕作放棄地の活用



▷ コミュニティ・コンポスト

○ 関東・中部・九州等
（葉山・逗子・鎌倉でも）

○ 各家庭のコンポストを回収
または持ち込み

○ 菜園で有機野菜を栽培し
マルシェで販売

○ 都市住民・子供の農業体験
○ 高齢者見守りにも

循環生活研究所（Ideas for Goodより転載）

食料システムが持続可能であるために
生産者と消費者をつなぐ輪を作る



食料システムは
▷ 温室効果ガスの20-30%を排出する
▷ 世界の淡水資源の70%を使う
▷ 世界の湖・海・河川の
富栄養化の原因の78%を占める

食料システムが持続可能であるために
課題３：環境の持続可能性を高める



温室効果ガスの1/3

（foodplanetprize.org）

食料システムが持続可能であるために
課題３：環境の持続可能性を高める

食料システムから
の温室効果ガス

土地利用とその変化

廃棄

輸送
包装 小売

加工
消費

生産



過剰開発・化学薬品などの過剰投入
環境負荷のかかる肉等の消費増

持続可能な農業・漁業を支援する
食べるものを変える
廃棄を減らす

解決の方向

問題の原因

食料システムが持続可能であるために
課題３：環境の持続可能性を高める

生産された食料の1/3が廃棄される



持続可能な食を実現する方法
食べるものを変える：とくに肉を減らす
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「地球と健康に良い食生活」と日本人の食事

EAT-Lancet委員会が推奨する食事パターン 日本人（20歳以上）の摂取量

(g/日）

The EAT-Lancet Commission on Food, 
Planet, Health 2019 Food Planet Health 
Summary Report

林芙美 2020「Healthy dietを超えて
Sustainable dietに注目が集まる
国際的な研究動向」



 予約のキャンセルなどで発生した余剰食
を食べたい人に紹介

 マッチングされた食品は店内での食事や
テイクアウトが可能

 新しいお店を知る機会にもなる
 低価格で作りたての食品を美味しく食べ
て食品ロス削減に

地域からの食品ロス削減に貢献する
「フードシェアリングサービス」

イギリス発のシェアアプリ
OLIOは、飲食店と消費者、
消費者と消費者の間で
食品や日用品をシェア可能。

飲食店で余りそうな
食品と消費者をマッチン
グする日本のサービス

「TABETE」

持続可能な食を実現する方法
食品の廃棄を減らす



すべての人に
栄養と食料安
全を提供する

食料供給に
関わる人々
の生業を
守る

環境の持続
可能性を
向上する

食料システムの３つの課題

フードバンク
フードドライブ

コミュニティコンポスト フードシェアリング

肉食からの転換

市民参加
型農業

地域支援農業
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